
 

お待たせしました、害虫忌避超音波発生装置を試験販売！ 
 
試験研究計画名： 持続可能な農業生産のための新たな総合的植物保護技術の開発 
研究代表機関名： 国立研究開発法人 農業･食品産業技術総合研究機構 

 

背景とねらい： 
農業害虫であるヤガ類は、夜間圃場に飛来し、産みつけられた卵から孵化した幼虫が

作物の葉などを食べることで被害をおよぼします。従来、圃場でヤガ類の卵塊・幼虫お

よび食害を発見した場合、殺虫剤の散布などで対処していました。しかし、これでは生

産者の労働負荷は減らず、殺虫剤によるミツバチなど益虫への悪影響も心配されます。

そこで、ヤガ類が忌避する超音波を利用して飛来を抑制する装置を開発し、ハスモンヨ

トウ等の防除効果をイチゴ圃場で実証しました。ビニルハウスの側窓に向けて超音波を

照射するのに最適な設計で、被害の原因となる幼虫の発生を『予防』することで、防除

作業を軽減します。 

 

特長と効果： 
北海道など５地域で圃場試験を実施したところ（表１）、茨城県つくば市および北海

道北斗市の単棟ハウスで効果が確認され(表１、図１)、害虫忌避超音波発生装置(図１)

を設置することでハスモンヨトウの卵塊数を 96％抑制、殺虫剤の散布回数を４→１回

に削減、およびヨトウガによる食害開始時期を 12日程度遅らせ最終的に食害株率を

1/3に抑制、などの結果が得られました。これらに基づき、超音波を利用した防除マニ

ュアル(図２)を作成しました。天窓を有する連棟ハウスでの評価では、天窓からの侵入

による影響が大きいことから明確な卵塊数抑制効果は得られませんでした。連棟ハウス

等の天窓に向けた対応については、現在検討中です。 
 

 
表１ 圃場での防除評価試験の結果 

  

 

 
図１ 害虫忌避超音波発生装置（左）によるハスモンヨトウの防除効果（右） 

 

図２ 防除マニュアル 

社会実装の対象と可能性： 

本技術は、「紫外光照射を基幹としたイチゴの病害虫防除マニュアル～技術編～」、

およびいくつかの地域事例編に掲載されています。地域における導入事例から経営評価

までを網羅していることから、本技術の社会実装の加速が期待されます。 

 
参考文献： 

 紫外光照射を基幹としたイチゴの病害虫防除マニュアル(2019) : 

https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-

pamph/130266.html 2019年 3月 29日 Web公開 

研究担当機関名： JRCS株式会社、東北学院大学、農研機構 果樹茶業研究部門 

研究担当者： 伊藤 彰夫、佐藤 政博、松尾 行雄、中野 亮 

問い合わせ先： JRCS株式会社圧電事業部圧電課 

〒029-3207岩手県一関市花泉町油島字内別当 19-1 

電話：0191-34-5020または https://www.jrcs.co.jp/contact/ 

(圧電・センサ事業お問い合わせフォーム) 

作成日：2019/04  
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